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．
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叉
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（

を

−

注
」

ど

ら

ヲ

る

）

と

あ

乃．

環
に

嘩
石

、

　
　

弘
価
諾

単
＋
二

肩
廿
瓜

日
脱
業

度

奚
卸

と
あ
の
、

辰
祗
の

右
下

12
も
同
じ

く

薪
自

娯
し

ヒ

あ
る
よ

る
に
、

度
会
義
剰
の

弘
兆
三
レ

ヰ
の

編
に

な
石

も

の
。

巻
顕
召

紙

’

鬣
、

墨
村
二

十
一

蘇
。

本
文
岸
面

十
行．

一

行
犧

三

餃
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三

訓
疾
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又
焜
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．
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写
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蜘
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窒
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浅

虜
絮

ナ

」

の

響
ハ

ぱ
、

類
従
本
〔

上

序
）

に

あ
っ

て
、

夜
名

孟
の

詠

嬖
示
し

だ

埴
の
、

求

だ
．
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蘓
雑
」

の
コ

来
レ

ぱ
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叛
釈
本
（

上

8
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の

誤
濯
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正

し

く
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米
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を
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の

委
写
し

薯
の
、
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・

れ
ら

編
に
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∂

、

本
書
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本
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書
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、

傾

釈

従
本

訓
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漂
去

字
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種
目
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嘆

屡
引
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あ

る

於
、

丁

数
な

記
し

て

い

な
い

，

A
と

特
r
異
な

る

点
ぱ
、

曉

ノ

に
、

イ
本
な
ど
の

同

肇
の
妻
臼

入

れ
齪

多
い
「

」

と

で

あ
石
。

そ

の

イ
本
ぽ
、

後
記
巳

「

霊
異
認

冕
要
」

（

正

辞
の

書

入
牝

あ
」

）

の

せ

れ

ビ

痘
全
に
一

敦
す

る

か・
り

、

こ

れ

は

，

尾

要
」

蓬

原
拠

と
し

渥

も

の

k
考
え
る
．

　

沸
二

に
、

郭
立

の

特
異
さ

献

あ
げ
ら
孔

る
。

」

9
な
り

ち
、

イ

部
以
下

、

下
・

匸
’

ア
置

刀

な
、

齧
ま
で

亀
†
五

部
に

亦
圦

ぢ．

永
死
に

蓬
客
L

．

重

写
」

ゐ

二

饗
置

く
。

そ
の

都
首．
の

繧

痔
の

累
、

−

写
却
」

に

7
薩
勲

繍
L

．
．

郡
霞

ヤ

し

な
2
、

ご

ざ
と
へ

ん

と

お

お
。

さ
と

を
≠

権
に

入

れ
、

「

渤
馳

曄
」

の

毎
あ’
に

〃
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、

剋

部
」

姦
け

て

い

る

こ
と

も

注
旨

さ

れ

石

し

杁

も
、

蕎

脚
」

以
下

二

十
一

劃「
釈

を

壗
宇
部
」

に

X
孔
て

い

る。

こ

の

杜
段
さ

は、

識
語
に

云
う

よ
う
に
、

数
日

で

分
嶺
し

彪
た

胡
τ

あ
ろ

う
献
、

卑
書
に
よ
ら

す
に

私
意
に

よ

つ

て

外
げ
た

も
の

ビ

奢
え

ら
π

る

　
（

農
教
の

二

部
の

る
罧
ぱ

新

椴
字
鎗
に

よ
・

a

も

の

か
）

．

適
当
な
部
首
を
思
い

つ

か
な
か
っ

俵

も

の

甚
コ

鮭［

辱
翻
」

ヒ

し
て

一

垢
し
、

祷
訶
の

僉

地

12
ど

《
臼

を

多
く
と
っ

尨
の

で

あ
ろ
う

。

と

こ

ろ
匸、

黒
語
在

で
運
宇
部
」

2
し
て

幽

活
し

だ
の・
は
．

A
の

藐
創

享
鍛
」

よ
も
も

検
蕨
に

便
石

あ
る．

な
お

べ

そ
σ廼

中
に

、

7

惣
叡
糊

勸

剣

」

の

夏
」

左
娠
百

か

ご

ん
で

「

連
字
ニ

ハ

ア
｛
フ

ズ

」

レ

注
詑

し
て

訂阿
オ

3
ス
剛

」
も

の

の

慝
、

熟
語
て

な
い

と
懿

め

ら

π

る

も

の

が

あ
」
、

検
対
の

僉
臨

少
し

ピ
な

い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
…

　

本
書
に

は
、

前
記

イ
本
の

ほ
が
、

夫
彪
な、
ど

匸

書
入
舵
が

あ

る．

そ
の

主

毎
る
も
の

ば
、

権
粛
の

虚
異
記

放
証
 

百

本

書
紀

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
【

や

溢

餮
の

吉
剃
・

顛
象
名

義
沙

箸
で
あ
」、

案
だ

、

、

思
肝

鮪

b
イ

し

の

注
文
の

倉
に

、

耄

靉
」

な
ど
と

、

適

宴

義
甚

　

腰

も
連
し

で

い
る
．

ぞ
の

磁
、

注

文
中

の、
助
飼

な
ど

を

朱
石

が
こ

ん
で

お

』
、

総
じ
て

A
の

書
に
比

し

て
、

編

者
の

私

爾
に

僕
し

た

も
の

ど

し
て

の

性

黍
強
い，

　
　
C．

嚢
異
託
訓
釈
介
者
（

鯨

畔
文

）

B
の

．

字
類
」

て
逾

、

ヘ

セ

ど

葱
、

ぽ
鏨
鬣

轟
し

に

載
っ

で

い

る
も

の
。

肉
患
外

庵
同
じ

。

内
髄
の

下
に

』

坦

薦
房
」

と
あ
む
、

輿
12
も
間
讐
呑

　
　
后
《

音
’

将

艶

勘
丿

肆
乙

璽
八

肩

朔
百

草
成

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　

垣

彦
【

此

遅

と
あ

」
、

6
の

「

字

類
」

に

謎
い

石

短
時
目

ヒ

し
て

縮
ん
ぜ
毛

の

匸

あ
る，

墨
村
二

干

葉
。

杰

叉
げ
面
ず

打
．

！

行
は
二

紋
．

奢
依
、

訓

釈
の

戔
の

五

喜
幀

翻
豪
訓
に
、

．

耋
」

「

掌
注

」

の

二

部
を

附

し

た
も

の

で

あ
Z
，

　
　
ア

マ

タ

數，

舛

蕎
曜

仲

詳
込

　
　
（

羹
本

注
文
眩
，

せ
孔

七
れ

擢
万

」

「

好

汐
、

狎
着

」

）

の

ぶ
う
に
、

尾
滋
し

の

耙

訓
ぱ
す
べ

て

蹄

頓
名

至
双

汞
し
、

談

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society for Research in Kunten Language

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　for 　Researoh 　ln 　Kunten 　Language

写
ぱ

訂

し
て

出
し
て

ぢ
」
、

類
炭
本
の

丁

数
を
’

々

て

に
粛
し

ご

あ
る
．

τ

た
、

鏤

毫
、

例
え
ば

．

産

麓
L

ピ

麓
・

を

デ
ラ

ズ
」

の

見
出
し
看

場
げ

、

同
娠
に

刻
詑
す
る
．

ビ

こ

ろ
呑
．

鷺
磯

李
雇

．

鑑
難
」

左
、

同
仁

9
「

懇
翻

勉
．

」

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　え

・

同

実
慈

誘
ラ

」

と

と

も

に
、

コ

ア

カ
ラ

シ

ク

軽

秣

描
ギ

弗
廿

八

賦

と

衆

承
し

て
一

捨
す
る
な

ビ
、

丈
尊
の

改

な

ら

ず
語
の

亀

異
適

詑
し
て
な
い

．

B
七

属
じ

イ
本
ゐ

畫
冒

ス
札

も

あ

る
ガ．

ぱ
る

瓜

に

少
な

い
．

従
つ

て
、

本
書
ぱ
、

霊

異
記
の

訓

釈
の

語

重
釜
短

石

後
め

の

索
引
て
、

こ

耗
に

よ
っ

て
．

さ

ら
に

B
の

「

孛
醤
」

猷
、

あ
る

い

ば

簗
に

霧
あ
だ

る

か
し

て

厳
冤
を
巍

し
た
も
の

で

あ
ろ
う
．

　

本

書
ほ
．

識
語
ぼ

去
う

よ

う
に

草・
蘓
で
由

あ
る
．

嫌
列
も
甑

三

音
節
だ

け

の

五

十
音
順
で

あ
っ

て
、

各
部
の

中
ば

類
従
本
の

塗

条
順

と
な
っ

て

い
る
，

ま
信
、

禰
遺
の

訓

釈
を

直
宜

宗
百

書
入

れ
て

い

る．

將
に
、

巻
太
の

享
駐

部
」

に

X
れ
て

あ
石
二

十

三

・

訓
釈

の

中

ぽ
、

ぼ

嘉
」
な

ど
釈
に

楚
る
も
の

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　
　「

ぬ

ほ

か
、

「

盞
・

の

よ
う

に

存
疑
の

も
の

羣
響
本

．

蓼

赴、
ど
、

吐

週

当
な

訓
バ
題
出
せ
な

ハ

つ

だ．
と

恩
わ

れ

る
も
の

も
あ

」
，

後
日
の

名
証
を

期
し
て
、

最
後
に
一

括
L
彦
の

で

あ
ろ

う．

　

な

お
，

　
「

者
マ

注

剖
己

ぱ
．

　
「

字
窪

部
」

』

同
じ

く，

類
従・
本

の

訓
釈
の

と

お

」
じ

記
し
て
い

ろ
敢
、

類
従
本
の

中
辺

，

羅
糒

畷
縄

」

些
単
に

コ

羂
磅

懸
Lk

つ

る

よ

う
に
、

並
記
注

の

場
合

に

池
の

症

を
簪
い

τ

い

る
．

　
−

爪

村
正
漉
叮

孫
り

士

に

ビ

っ

（
、

・
妥
政
二
算・

ど

い

う
の

ぱ
、

万

葉

豪
’

二

弁
証

が
成
っ

た

耳
で

あ
石
へ

各

弁
証
自

序
に

よ
石
）

．

丘

弁
証
に
は
隨
所
に

霊
翼
〔

記

や

墓
粛
の

放
証
於

引
用
さ

れ
て

い

ゐ
．

B
の

「

享

類
」

と
C
の

「

分

奮
」

ど

ぱ
．

傳
士

の

万
泌

係
研
吃
ぬ

途
上

に
お
C
て
、

必

聖
に

追
ま
ら
れ

て

終
處
に

編
ま

れ
た

も
の

石

あ
ろ
う
．

が

が
る

雷
累
託
へ

の

閣
醒

献
、

後
年
の

前
田

叡
本

の

発

％
へ

と

つ

な

奴
つ

て

ゆ
く

の

で

あ
」、

霊
異ハ
詑
研
鶏
史
上

．

博
士

ぬ
徹

綾

蕚
閑
ロ

し

て

鳳
な
ら

な

じ
。

D

霊

謚
索
31
（

黌
靉
〕

外
題
に

、

伴
唐

皮
翁
著
　
霊

興
記

蔗
31
」

と
、

本

文
ビ

別
簟

ノP3

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society for Research in Kunten Language

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　for 　Researoh 　ln 　Kunten 　Language

至
言

し
、

奥
に

本
文

と

同
睾
て
、

　
　

　
つ

ヘ

ニ

セ
ロ

　
　

文

政
十
犀
二

月
十

五
臼

蟇
粘
猿

暑

瓲
B
可

渚
妻
矣

さ

わ

に
，

外
題
ビ

同
摩
石

、

　
　

ぢ
’

冊

蓿
庫

芙
人
童
甑

課
人
令

書
写
乾

　
　

　
　
　
つ

　
の

　
　

　
　

　
　
弘
砥、

蠶
二
河

月
　
　

神
谷
兎
複

末
尾
に
、

以

上
ど

貳

別
筆
で

　
　

右
一

巷
孟
恰

神
田

斉
町
霧
池

融
廡
芳
野

ど

家
書
し

て

あ
る
。

　

　

　

・

　

従
っ

て
、

本

書
隊，

丿
因

学
看
伝
記

集
成
」

の

簷
友
の

蒼

書
の

擱
配

あ
石

「

日

恭
鑑
異
記

寮
別

　置
」

に

あ
衽
遡
、

せ
れ

を
油
谷
克
瀕…
ハ

彡
飆

二
献
蜜

擘
せ

し

め
て
、

外
蓬
と

輿
書
を

誌

し
だ

や
の

。

巻
頭

臼
紙
’

篆
菱
ぢ
さ
、

髪

π
に

−

霊
異
認

索
訓
」

と
冩
4

書
し
て

い

ゐ
。

こ

耗
12

「

覦

蕨
家
菠
」

の

廉
印
、

さ

ら

に
、

本
文

節
一

業
に

て

故
扼
原

苳
純
本
」

．

東
票

図
者
館
禽
」

の

床
印

劔
あ

る
が
ら

、

榊
原
方
野
（

琢
洲
V

の

酢

蔵
に

帰
し
だ
も

の

を
、

記

後
東
氛
図
書一
館
に

納
め
だ

も
の

と

み
ら
舵

る．

　

本
文
二

十
菜
、

片

面
十
二

行
。

巻
頭
に
，

／確

　

　

靈
異
認
索
引

拡

騰
ゲ

騰
蘇
碾

識
加

或

鯨
羅
加

帽

瞰
ヲ

詔

と

あ

る
よ

う

に
、

顛
醍
本
だ

よ

る
も
の

で
、

五
十

奮
唄
に
、

訓
罧

と
本
文
中
の

人

危
゜

池
名
7
物
后
せ

の

也
の

語
句

ヒ・
を
幽

熊
問

に

し
て

排
列
し
だ
も

の
。

一

周
単
な
注

懿・
圧
遜
窪

加
气

え

て

い
石．
」

3

の

部
が
ら

渉
出
す
る

と・
次
の

ど

ぢ
3

。

。

鰹

鵜
蔦

鶏
∬

　
。

蠖
甜

鑼
咽

聯

諜

　

。

績
・

公
酬

楼

甲

輝
欣

　
。

ア
ケ

緯

中

聯

畫

　

。

撃
蜜

驫
於

ご

と

し

液

貍
謙
翻
デ
幽

誘
サ

　

　
下

昂

廿
七

　

　
　
慰
’

丁

　

と

こ

ろ

て
、

訓
釈
に

つ

い

て

み
る

に
．

延
歴
太
を

原
に

し
て

類
従
本
を

礬
し
ち

も

の

が
あ
ゐ

こ

ヒ

ば
注
自
さ

起
る
．

例
え

ば
、

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　
（
♂
L

の

凝
）

　
。

阿
比
慰

懸
多
爪

　
終

中
惜
魏

丁

　

　
リ

イ

ナ
ン

に

お
じ

（
，

蒐
出
し
の

，

阿
比
太
」

ぱ

煙
望

本
F
よ
っ

て
お
」

（

東
大

寺

図
書
鋸
本
・

田

中
天

右
杢
署
同
じ
）

、

躍
多
爪

レ

於
顛
従
爪
、

−

晦
L

の

左

「

イ
ナ
シ
」

と

い

う
の

ぽ
、

掖
斎
の

政
証

に

呑
っ

鷸

漿
躍
爪
L

に

よ
る
わ

し
い

（

国

会
函

書

館
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本
底
　

−

比

尓
ミ

し

）

。

　
。

落
・

政

黠
−

噛
群

臻
絆

押

男

だ

減

聯
貯
程

咽
岶

筋

3

無

　

　

　
　

　

　
　

ノ

饗
勹

　

下
静

　

　

　
　

　

　
　

廿
’
二

　
　

せ

六

丁

に

お
い

て

も
、

可

左
ミ

岐
L

ば

延
望
爪

、

7

左
一
ソ

互

」

の

方
が

　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
へ

類
僕
本
匸

あ
石
．

な

ぢ
、

二
の

例
の

よ

う

に

考
証

を

加
え
た

る

の

も

あ
る

が
、

山

搬

喬
の

厳
密
さ

に

ば
礒臨

く

反
ば
な
い
、

　
崖
Ψ

荏
ハ

仟
尺

宝

本
万
荏

肝

痔一
し

て
い
七
」

こ

と

ぽ
、

血

杼
嘉
加

尚一
文
虐
犀

蔵

斎
藤
彦

鷹
本
の

奥
書
12
も

見
え
、

ま
た
・

京
都

犬
字

俯
属
図
書

鎗
叩

に
、

所
捗
伺

の

延
塵
爪一
の

耽

漏
を

顛
捲…

本
6
禰
つ

た
も

の

〔

伴

彦眉

反

鑿
臻
♪

ハ
・

了
ン

ハ

熔
）

バ
あ

ゐ

こ

と

匚

ト
守

っ

て

わ
h

か

ゐ
，

彦
慝
觝
底
源
看
従
と

伴
嗜

夜
ゐ

炊
A
書〕
八
爪

て
あ

」
．

隨
斫
に

啓
反
彡
L

、

蜜
瞥

秀
薯
じ

し

て
書
入
耽

、

中
に

．

庸

反

枚
二

数
本
｝

L

ビ

も

あ
る

よ
う
に
、

嚢
異
詑
の

夜
訂
に

力
菱

注

い

で

い

た

人
吻

で
あ
つ

た
。

「

比

董
婆
脈
」

丿
長

写
の

山

風
」

「

瀬
免
の

小

川
」

誉
に

も

遁
窪

霊
異
認

を

司
晴
し

て

い

る
、

本

畜
も
こ

れ

ら

の

薦
証

の

倹
索
に

用
い

た
も

の

蓬

あ
ろ・
う
．

　
　

　
E

霊
畏

董
累
燥

靆
懸
蠶
鑓
脚
）

　
　

鞭．
従

」

爪
霊
冥
認
の

語

蓉
類
に

よ
ゐ

語
句
梁
別
6
．

初
め
に

　
目
鍮
互
お
き
．

本
文
と

十
旭

禦
が
ら

歳
石
．

貯
面
士
π

，

二

段
。

　
各
語
に

類
従
本
の

丁

敬
を
注

づ
．

無

窮
会

本
に

「

ヰ
上

頼

塁

　
「

＃

上
氏
」

の

朱
印

、

犬

東
懲

本
に

可

正

番
癢
」

云
々

と

し

た

　
痣

雀
書
X
れ

着
干
が
あ
る

ぼ
か
、

縮
老
名

も

識
語
も

無
い

斌
、

　
熈

窮
会
本

ば
、

十
行
冪

紙
の

各
行
の

わ

く
に

合
わ
せ
（

、

各
語

簍
書
い

彪

力
ー

ド

伏
貼

甘
し

匸

あ
」

、

爪
書
の

原
罫
と

認
め

　

ら
れ
．

些
票
鷂
鼡

ぱ
ぞ
π

ぬ

写
し
ヒ

見
ら

れ

ゐ
が
ら
．

無

窮
《

本
の

体

裁
・

髦

馨
を
手
於

翁
に

し
て
、

編
着
に

つ

い

て

君

　

譬
ゐ
．

「
　
　
こ

黎

塗
屮

馴

（

／

ヒ

苑
’

ー
　♂

八
ン

ハ

♪

〈

）

の
晒
珊

髦
え

ら

移
ゐ
こ

と

ば

嘗
グ

慈
震
し

控
（

．

が
於

み
」

挙
五

号
）

か
わ、

　
略
記

す
る

戻
、

黒

窮
会
に

理
氏

録
冕

要
」

「

日

本
祀
冤
婁
簓

都
」

の

二

索

裂
あ
」
、

い

す
れ
も

本
書
ビ

同
一

睾
蹟
6
．

罫

蕨
も

同
じ

い
．

そ
し

て
、

前
看
に

「

文
政

十
1

耳
十
肩

蟹
笊

　

賢
爪

園
掲
」

ど

詼

語
厨

あ
」
（

賢
六
團
ぱ
亠
仏

前
の

房
）

、

せ

の

N 工工
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表
紙

霧
囹
翁
自
筆
石

．

姓
氏

鐵
見
要
的

緜
広

」
ど

お

ゐ

こ

と
に
よ

O、

本

耆
め

広
前
ゐ

繍
ヒ

み

ら

れ
る
，

・
な、
お
、

熈

塞

趨
頼
囲
翁
臼
睾

丁

神
哲

書
目
厨

L

の

壗
語
Ln

項
に
，

右
二

蕨
引
（

．

内
藤
広
前
守
天
」

ど

注
す
）

b
並
べ

て

「

靈
異
訖
見

童
’

」

ヒ

も

あ

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、

　

さ

て
、

本
書
ぱ

語
義
に

よ
っ

て

沢
の

厨

＋

の

各
部
に

全

遜
し

（

あ
る

．

　

天

歳
蒔

旭

也
名

石

永

火

神
祇

帝
圭

親

　

王

藷
壬

　

官
職
　
糺

儀

楽
縁

　
文
耳
　
武

翼
　

蠶
鞍

具

　

霊
異
・
万
術
　

諸
工

具

居
畍

珍
宝
　

舟
車
　
布〃
吊
衣

眼

　

易
体
　
人
倫
丁

墓
町
　
瓦
姓

る
　
者
も

僧
る

飲

食

　

轂
窺
　
番
僉
　
木
　
竹
隼

鳥
　
軟
　
魚

　・
仆

翠

言
語

　

石
の

う
ち
、

語
薮
の

多
い

斑
名
部

・

畜
語

部
な
ど

体

・、

さ

ら

に

五
十

蓄
頑
に
今
げ
て

蝶
謝
サ
石

。

訓
釈
の

大
多
諏
ま
畜
譜

部
に

X
れ

て

あ
る
愈
、

他

の

部
に

あ
た
ゐ

も
の

な
、

ビ

ち
ら
に

メ
れ

て

あ

ゑ

例

「

壙
辞
」

．

狸

琳

」

ぱ

獣
部
）

。

琴
、

訓
釈
に

無
じ

も

の

で
、
魅
耆

譜
邦
に

X
つ

て

い

ゐ

例
も
み

め

る
。

各

leif

語
を
赤

類

ゴ
る
に

あ
ち
っ

て

の

蓍

心

の

あ
と

ば

う
が
献

え

る

斌
．

例
え

ぽ
．

雄
屍
難
斯

」

（

獣
部
）

味、

本

文
、

近

衝
含

霧

宿
林
本
積
L

（

下
59

）

で

あ
る
が
う
、

氏
姓
棚
に

入

舵
る
べ

き

匸
あ

る

な
ど
、

検
討
を

要
す
る

も
の

於
あ
る
，

承
セ
、

賑
宏

し

諾
の

よ
み

に

わ

譟
」
が

あ
る

。

例
え

ば
、

俘
瑠
鉦
節

邸

罕
し

へ

廻

色

邦
V

匳．

コ
ツ

ジ

マ

と

訓「
ん．
だ
ゐ

か．
　

「

責

行
」

に

入

・

て

い

る
．

こ

孔
12
つ

い

て

犬
熊
終
広
紫

髪

貫
れ

に
．

犠

蠶
詑

劉

罫
子

，

マ
夙

と

あ

」
、

無

霎
蔘
、

奪
で
．

カ
M

ハ

ネ

シ
マ

L

と

癆
訓
左
つ

げ
、

可

加
ノ

師

X
ヘ

シ

」

ど

頭
注
．

ま
た
．

　
「

璽
川

鰊
　
弊

ノ

ニ

」

（

言
語

部
・

宇
行
）

に

つ

い

て

も
、

大
東

急
本
匚

，

亙

喉
寝

蟄

囎
刷
勘

鋤
」

レ

汞
篭

書
＼

れ
戻

あ
む
、

無

窮
会
瓜

も

酊
認

の

冽
と

厨
届
に

尿
髪
6
訂
正

し
で

い

る
。

こ

の

よ
う

匚、

木
粁

正
辞
揖
士

に
よ
一
・

τ

よ
み

や

碆
監
の

誤
」

愈

か
な
ひ

訂
さ

れ
て

い
る

．

な
お
、

訓
釈
の

並
託
注

左
最
初
の

訓

ご
が
引
け
な
い

の

柴
便
で
あ
る
（

例
、

，

蘭
行

讐
歎

留
支

」

左

艇
行
L

だ

ぜ
げ

掲
ゲ
る
）

．

　

と

こ

ろ

石
、

本
書
に

威
、

本
又

と

掣
で
、

左
記
の

よ
う

に

N 工工
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イ

瓜
の

書

入
れ
が
あ
⊃
，

カ
ー

ド

に

切
・

て

亦
類

つ
る

前
に

書

い
幽

た

も
の

の

よ

う

て

あ
ゐ

，

　

　

慶

鬣
聽

イ

翳
奪

（

3

こ

　

　
　
　

　
　
へ

ざ

　

　

暁
軽
イ

旋
シ

喜
ユ

霊
才

｛
69

亥
）

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　え

こ

孔
を
諸
本
ビ

釘
疲

し

て

改
る

と
、

延
望
本
の
一

ホ
石
、

♪

尽
郡

大

蓄
属

図
書
館
ホ
・

大

吸
府
並

図
著
館

本
ど

同

汞
の

よ

う

石

あ
石
．

　一
苅
邏
の

よ

う

に
、

永
灯
博
士
ぱ
丶

」

れ
の

写

し

を
披
冤
し

て
、

所
を

ヒ

改
訂
の

筆
を

入

れ

峰
（

大

東

魯
奉
）

バ
，

照

窮
会
承
の

餐
翠
も

署
ロ

X
れ冖

め

中
に
、

ワ

て

ぬ
詩

以

訂
に

よ
万
L

匕

讌…

め

ら

孔
ス
型

土｝

の

硬
あ

石
か

ら
、

両
本
ば

豆
に

霑
し

合
っ

た

饗
に
あ
る

ど

権

測
さ

孔
る

，

一

方、

木
村
爾

冊

士
ぽ
、

本
虚

言

在
’

原
処

と

し
て

藍

興
託
の

剖
釈

索
別
β

¢
を
編
ん

だ

ヒ

み

ら

舵
る

こ

と

隊

前
詑
し

ち
ヒ

お

」
匸

あ

石
が
、

β

C
の

編
象
於
安
政
二

狂・
五

肩
で

あ
石

が
ら
、

本

書
の

成
立

ぱ
せ

孔

以

前
ヒ
い

う
こ

と

に

於
石
．

　

な

お
、

広
前
に

賎
、

訂
史

潜
遺
」

（

十

巻
、

索
引

甘
）

の

箔
が

あ
」

、

霊
異
託

の

認
事
も
刻
用
し
て

い

石

が
、

と

の

索
別

瓜
、

　
’

五
宀
ハ

の

面
梱

日
ヌ

と
旧
砌

げ

嚢
瓜

と

分
緒
釈

し
て

あ
石

こ

ヒ

に

よ
っ

（

る
、

破
の

索
引
咋

威
の

罪

凡
さ

が

う
瓜
が

え
石

．

　

　

F

ヨ

本
翌
異
記

頻
字

毳
柚

狩

黼

融
騨

馥
鰹

睡
帰

滋
）

　

　
　
　

日

本

藍
異
認

嶺
標

晶
訌

魍

飴
）

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
り

　

回

会
瓜
の

髢

僉
に

．

日

衣
霊

異
託

臻
鬼

」
（

曝
焦

肇
潅

）

と

あ

遡
、

他
ゐ

二

本

俵
こ

札

を
類
騨
と

ゴ
る
醒

、

．

日

本

霊
異
詑
本

訓

繆
ご

ど

謬
瓜

霍

異
託

類
享
」

の

二

部
か

ゐ

成
石

璽
爪

．

・

編
老
る
・

詈
と

も
に

無

く
、

編

塔
お
よ
び

書

署
鳳
不

明

《

あ
る

。

蔵
書
印

ぱ
、

書
蔭
部
本
に

∂

墨
阪
十．
一

慮
主

写

綾
記
」

国

会
本
に

「

彬
原

家
蔵

」

コ

故
徽
原
芳
蛮

衲
本
」

コ
取
京

回
者

館

蔵
」

ビ

あ
 

、
ψ

型
鳰

は

彪

州
偵

放
藩
主

で

丙

蔵
頭

、

艤

書
尿

と

し
て

知

ら
孔

偐

瓢
畜
堵
の

酢
厳
（

2
臥

著
名
印
譜
ご

算
一

輒
思

後
老
隊
P
と

同
じ

く
榊
原
芳
野
の

前
蔵
蒼

あ
っ

養
ニ

ビ

斌
わ
が

る
。

な

ぢ
、

国
会
本

ぽ
．

練

後

霾
L

の

界

撃
用
い

る．

　

本
書
ぬ

悌
一

部
は
、

首
題
に

「

百

本
鑒
異
記
爪
訓
類
宇
」

と

あ
」
、

イ
ロ

〈

硬
に

顰
艇
本
の

訓

釈
を

雛

列
し

種

も

の

で
、

10n
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期
尅
イ
！

去

不

　
た

〃

疋

（

以

之

部
）

沢
下

、

各

訓
頼
を，

標
嵐

享
・

注
文
・

丁
数
へ

「

一

ノ

六
ノ

毎
」

は

育

上

巻
大
ウ

し

を

ざ

す
）

の

嘆
に

認

す
。

書
陵
郵
太
三

＋

ち

叢
、

園
会
本
彡

＋
画

喋
、

豪
京
教
育
大
本
ヤ

へ

策
．

箜
嘉
は
、

首
題

に

「

稟
釜
異
記

顰
」

ど

部
o
、

イ
ロ

ハ

順
に

類
従
爪
の・
爪
文
の

人
危
・

電

名
等
ぬ

囿

屑
名
謁
お

よ
び

紮
ど

も

い

う

べ

き
絢
る
・

聴
誅
な
譜
句
な

、

と
、

計
五

百

十

嫐
職

語

左
摘
出
群
捌
し
苑

モ
の

石
，

　
　
入

虎
レ
勾

ノ

匠

（

攻
乏

邪
）

以
下

、

書
阪
部
水
！

二

干
二

禦、

風

会
本
’

ニ

ヤ

葉
、

東
京

敏
育
大

本

丈
ハ

珠
あ
る
．

雑
は

寢
飽

ケ
な

い

ゲ
、

ぜ

の

中
に
、

　
　
蜂
｛

尸

以
巍
経
　

　
　
♪
ハ

、

イ
！

濠
犀
児
　

　
　

熈
闇
　
　
　

蟻
救
皮

　
　
上

化
凌

私
数

　
　
喫

毛
求

舞
　

生

肉

異
中

有
π

子

の

よ

う
な
、

奇
異
な

こ
と

が
ら
な

ビ

圭
罌
心

し
圧
蚯

雹
乞
あ
げ

て

け

る

こ

ど
が
注
目

き

茄
る

。

な
お
、

標
出師
子

に
「

敏〜
％

緯
し

（

与・
Z

部、

歎

ば
よ
て

末
、

炎
ぱ
運

察
の

二

合

葦
）

を

挙
ゲ

る
よ

う
な

語
の

滴
出
の

譲
り

や
、

尻
之

部
」

に

丿
ニ

ホ
寿
L

〃8

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
む

　

（

美
賓
郡
の

寿、
趁
か
ら

ミ
キ
誓
と

訓
む
）

左
置

く
よ一
〇

な
謾
巍

　

に
よ

る

標

嵩．
防
の

議
り
、

そ

の
絃
、

重
出
・

誤一
与
取

、

ビ

着
干

　

存
す

る

が
、

こ

れ
ば

簡
硬
々

本
丈

霜
で
あ

る
．

　

　

』
こ

ろ
匸
、

書
写
に

つ

じ

て

訊

ゐ
に

、

隶
素
教
育
大
瓜

ぱ
、

　
二

段
r
留
き
、

第
ノ

葉
下

僉
以
下

巻
太
に

至
る
ま
憲

．

石
L

だ
」

　

を
マ

才
」

「

ウ
」

ヒ
し

て

あ
る

な
ど
、

大

雄
ゐ

体

載
が
う
諏

て

　

改
譱

久
の

牛
が
加

わ
っ

て

お
」

、

穂
の

コ

本
匚

比

し

誕
後
の
妻
ロ

写

　

に

な

石

よ
う
だ

。

国
会
本
と

書
殴
部

本
ど

広
、

と

も

に

思
家
な

　
毒
日

學
と

認
あ
ら

れ

る
献

，

前
看
耐

十
行

塁
紙
に

よ
っ

て

よ
の

整

　

然
ギ

と

書
い

て

あ
る
ヒ

い
っ

た

控
違
献

あ
る

ぼ
が
、

文
穿
ゐ
異
囘

　

墜
¢

く

無
く
、

書
墨
の

前
後
ぼ
判

別
で

き
鍛
い

，

璽
食
も
江

　

戸
ケ
小

期
頃

璽
日

写
石

あ
ろ
う
，

　

　
さ

て
、

本
看
の

論
着
を

髪
沢
規
矩

ゼ
＆

は

小
山

田

与

肩
（

1

　

七

八
’

〜
一

八

切

七

）

』

さ

筧

る
（

「

画
諳
悸

蘚
共
」

の

．

索

一

61
」

の

粤
・

私
傷

に

よ

る

と

、

書
唆

蔑

荼
皴
類
嫖
L

　

の

厳
に

ょ

ら
れ
た
よ

レ
。

を
こ
で
、

そ
の

全

文

を
引

甫
す
る

．

｝

　

著
篠
原
授
着
朝
臣
、

採
謫
肇
漁
菖

葉
、

命
以

衆
水

−

蓋
中
断
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扶
桑

、

谷
用
其
中
、

粤
肩
広

屋

翕
、

恰
算
屑
集
其

柳
、

聚
覆

　
ヨ

久
．

欝
然
成
姓

、

而
以

筆
鳥
ケ

捧、

運
老

以

縄
墨
、

部

羨

　
以

兮，

紳

爨
帥

，

命
ヨ

矢
太
工

師
蛎

也
、

工

師
工

師

実
共

労
矣
、

予
漉
得
写
之
、

為
題
岸
言
、

以

認

其
貯
云
糲

驢
馳

鯉

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
丶

耀

了

　
　
弘
化

二

擘

仲

夏
下

句
　

　
　
　

齋
蒜
村

＝

れ
に
よ

る

と
，

松
廓

蓊
す
な

わ

ち
与
鷺
の

繍
に

な
ツ

ρ

「

夫
木

工

師
沙
」

を

黒
川

慈
村
バ

写
し
た

も
の

て

　
此
の

書
の

地

理

部

を

鬼
す
得
葦
が

ら

こ

こ

に

畷
を
畜
い

た

も

の

で
お
る
（

．

大
爪

鈔
頬
標
」

ぱ

択
永
和

歌
抄
の

偬

名

東
引
）

，

と

の

マ

叱
書
し

す
な

わ
ち

「

夭、

木
工

餔

抄
し

ヒ

じ

う

ゐ

床
．

地
霪

部
攻

外
ぬ

諂
部
を

も

併
せ

た

夫
永
和

敏
沙

に

つ

い

て
の

索
引

類
を
さ

す

も

の

石
、

夫
水

鵜

駅
秒
以
外
の・
叉
献
の

索
61
は

こ

れ

に

含
享
橡

い

と

解
さ

れ

る
斌
、

い

か

於

さ

あ
ろ

う
、

瑰
に
、

喜
病
犠
川

の

索
引
’

〇

五

左
蔵
す
る
彰
看
舘
に
、

花
《

諸

文
献
の

索
引
ど

並
ん

で

「

夫
爪

工

師
π
」

二

＋

纛
六
あ
る
の

て

要
鑑

剃
希
簓
回

書
呂

鍾
」

一

〇

〇

七

賃
）

。

従
っ

て
．

つ

衣
爪

鈔
類

標
」

匁
跋
だ
け

に

よ

・

て、

．

日

本

蠱

翼
記

鞍
穿
（

燥
）

」

ま
事

瘠
の

輸
ど

す

る

こ

と
感

石
キ

一

吾隅

じ

と

田
曜

う
，

　
旻
沢
炙

説

12
よ

る
と
．

壱
陜

塑
猷

の
聚
31
双

書

暴
綜
」

一

辷
ン

ハ

巻
（

そ
の

薨
五

ぜ

苑
が

、

且

本

壷
契
認

鬚
些
」

）

膝

与

清

の

蘇

と

じ

う
一

三
に

だ

ろ

 ，

書
鮫
部
の

林
葎

馬
漸
民

の

御
尓

激
r
よ
る

ど
、

こ

耗

12
依
す
べ

て

前
認

堀

直
椿
の

蔵
嘗
印
グ
あ

の
．

そ

の

中
に

隊

奩
拾
ヒ

関
採
愈
深
か
っ

た

巻

甘
の
壷

見
写

に

よ

る
も

の
な
じ

し

春
村
衡
本
の

写

し
爆
鴉
本
が
あ
る
よ

し
。

老

の

の

樹
々

12
つ

い

て

ぱ
ナ
小

調

査
の

媛
鷹
に
あ

の
る

よ
一
7
だ

。

讐
わ

「

日

爪
嚢
重
ハ

認

癒…
穿
」

の
ぼ

ム
ま

鵜
登
し
て

い

な
い

が
ら
、

こ

の

双
看
に

つ

い

て

の

嘉

瓜

ぱ

さ
し

淋

か
え
，

也
の

奮
科

に

よ
・

て

与

淆
編
の

索
別
鬚
互

豊

麩
寸

る

こ

乂

12
つ
る
．

　
与

瘡
看

「

松

屋

筆
訖
」

を
冤
る
と
、

、

顱
専
凾
の

麹
」

（

巻

三

の
’

）

な
ゐ

項

戻
あ
」

、

文
杷

十
二

耳
に

諮
文
献

の

衷
畜
を

イ
σ

八

碩
に

整
理
し

て

「

額
穿
函
」

ハ

別
魯

，

色
葉
類
函
L

）

を

作
つ

拒
次
第
を
認

し

で

い

石
。

老

れ
菱

原
に

彼
の

厖
大

な
藁

引
群
に
成
っ

だ
の

石

あ
万
．

す
な

わ
ち
、

「

酵
書

壊
尿
自

轟
し
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（

国
A
“

図

書
確

蔵
）

｝

o
二

券
や

彰

籍
の

「

群

書
索
別
目

旅

類
」

’

。

五

懸
（

谺
考
鴒
図

書
巨
線
」

に

ょ

畜
）

と

し
（

こ

汎

が
霞
っ

て

い

る
．

　

と

こ

ろ
6
、

別
着

コ

十

六
夜

巨

詑

残一
月
坡
瀟

蓬
」

（

文
苡
山

葬
）

に
、

彊
異
託

の

訓
釈
上

例

左
51
屠
し

で
い

る

が
わ
，

霊
異

艶
の

訓
釈、
の

検
漱
の

便
貳

荷
る
程
葭

匸

さ
て

い

た
と

み
り

れ

る

し
が

し
、

。

群

書
搜
粛
目

鎌
」

12
も

．

群

書
震

引
巨

鎌

嶺
」

に

も

霊
翼
託
の

粛
31
は
賀
っ

（
い

な

い
．

そ
の

上
、

菠

島
識
を

豊

膣
な
ζ

鷺
桿
し

て

い

石
勹

芯

屋

蒙
詫
」

に
霊

異
記
の

引

用
が

殖
ど

箆
ら
れ

な

い

の

で

あ

る
・

・

胎
衡
申

浄
か
動
」

の

頑
6
は
．

さ

す
が
に

中
2
の

歌

を

引
弔
し

て
髢

従
本
の

妻
髭
を

累
用

壱
所

裂
奪
と

（

捗
判
し
て

い

ゐ
（

巻
へ

三

磐
二

）

も

の

の
、

醒

蒜
の

蒔
の

戯
諺
L
（

巻
も
彡
ノ

〆

泌
二

4

匸

な
、

元

享
鬆
壱
刃

巻
の

柴
常
の

話

を
引
用
し
つ

・

∋
．

二

札
の

原

拠
で

あ
ゐ

中
居

に

つ

い

て

ぱ

ふ

孔
す、，

「

蛇
の

蝦
泰
左
食
泓

因
縁
」

（

巻
衂

込

の

旭
）

に
も
、

中
2
・

中
々

薤
導
げ
て

い

な
い

。

「

承

亀

ダ
簪

譱
興
」

・

鰯

∵
項
な

ど
・

霊
異
記

に

適
切

な

爾

例
が
あ
つ

｝

〃

て
，

旨

瓜

藍
更
翊

奮
蝋

字
に

さ

え
モ
ご

れ
杢

漂
嵐
し

て

い

る

の

に、

そ

れ
ら

を
暖
暇
し

て

い

な
い

。

．、

法

雇
髪
記
」

に

ぱ
与
靖
の

妓

置
の

二

犀
筋
に

あ

た
る

弘
砥
二

卑
の

記

事
ま
で

見
え
．

彼
六

抜

書
整
埋

し

だ

索
別
類
棄

緩
用
と

つ

・

と
の

後
半
生
に

隨
暗
墅

鎌

ム
た

も

の

で

あ
石

圦
ら
、

も
し

も

本
書
伏

彼
の

編
さ

あ
っ

荏

ら
、

も
．

レ

盡
異
記

を
壌

用
し

望
鳳

ず
で

あ
る．

　
一

従
っ

て
、

本
普
蔵

与
肩
の

産

石
に

無
か
つ

逅
k

君
え
、

二

孔

寛
写
潅
の

編
ど

ば

見

な
い
。

ヒ

強
い

て

与
清
に

関
係
あ
ひ
ど

す

れ

ば
、

老
の

類
穿
凾
に

あ
る

黎
要
誕

の

潛

テ
の

カ
ー
ド

を
原
に
、

諱
が
駅

褊
ゐ
だ

も
の

と

み
る

し

が
な

じ
。

あ
る
い

は

全
く

別
人

の

編
ム
ハ

も

し
れ
な

い
．

例
え

ば
、

前
記

躍
警
す

凾
の

妬
」

の

文

中
に

看

を
挙
げ
て

じ

石

杆
田

了
阿

ム
κ
本
由

豆
玩

・

山

畸
莫
版

の

ぼ
が．

騫
弘
訓

等
も
、

鞍
標
・

類
語
・

鞍
享
な

ど
ソ

藍
す

る

譫
艾
献
の

索−
引

を
作
っ

て

い

ゐ
。

以

上
に

よ
っ

て

、

本
誓
ゐ

編
脅

ば
永
詳
ビ

す
る
の

醗

よ
い．
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附

呪

代

の

霊

異

記

煮

引
，

　
　
明
沿
・
」

入

正

賭
κ

じ

感

霊
異
託

加
狛
9

畄

観

認

ら
れ

な
が
っ

た

毎
・

め

か
、

そ
の

南ハ
別
ば冒
夏…
当
・

り

な

い
．

彪
痛

も

そ
の

十

弊
κ
以

降
、

霊
異
訳

研
％
於
唯
盛
撫

左
迎
宅

ゐ

に

至
っ

て

編
ま

況
た

硬

引
の

う
方
．

管［
劉
に

N
つ

た

五
篇

左
、

訓

釈
索
引
を
中
心

12
し

て

題
卑

に

紹
亦
し
で

お

く
。

　
ま

ず、

佐
藤
謙
三

民

鑰
「

渡
本

冒
爪
藍

異
記
」
（

％

ρ
、

唄
也

堂
刊
）

の

誉
永
ニ

ヤ

天

貢
の

索
3ー、
こ

泓

ば

裏

異
訖

の

検
索
に

最
わ

よ

く
剰
閉

ざ
れ

（

い

る
。

訓

歌
梁
31
ど

躯

文
の

語
句

索
引

の

二

部
か
ら

疵
ヨ
、

せ

れ

酋
糺

五

十
晉
順
に

操
刻
レ
、

各
誘
譜

番
牙
を

注
す

る
。

瓜

奮
ゐ
本
又

広

韆
蘇
で
、

興
福
寿

本
・

不

忍
丈
庫
爪
・

前
田

薮
本
の

主

な

簍
飾
症

す
る

バ
、

香

条
式

の

訓
釈
ー2
つ

い

て

ぱ
、

顔
従
本

ゐ

ぞ
龍

の

お
と

に
、

上

巻
ぱ
興

福
脊
本
の
、

下

巻
孜
半
ば
酋
田

旅

本
の

、

洛、
榎
注
を

す
べ

τ

挙

げ
、

み

忍
文

葎
爪

の

抜
注

（

中

巻
」

と

煎
函

募
本
の

刷
注
・

後

　
症

を

豊
脚
注
す
ゐ
．

　
　
岬

協閃
一
掀
胴

の
翻
門

郵
圦

翻
用

剤μ
に

つ

い

て
一

か

る
と．

茘
四

本
に

此
叭

戚
矍

ぬ

も

　
の

ぽ
、

類
従
本

ゐ

訓
を
κ
萩
さ
ぜ
て

他

は

肩
い

て
い

る
が
・

り
．

熨
鏨
斡
と

し
て

楓・
つ

湯
合

依
本
攵

立
参
羅
す
る

必

要
が

あ
る
。

　
峩
産
ぱ
、

老
の

嘆
写

の

蓄
に

よ
っ

て
、

呑
砺
の

和

訓
の

後
に

渇

　
ザ
て

い

る

択
、

音
注
は

教
せ

て
い

な
い
、

　
　

と

こ

ろ
ノ

e
、

不
愁

文

庫
本
中

懸
の

訓
釈
ぱ
、

観

享
の

多
い

延

　
望
本
の
1

本
に

よ
っ

て
ざ
る
か
ら
，

護
厨

旗
ぱ

茎
ぢ

抵

い

点
、

　
注

葱
髭
要
す
る

〔

「

国
語
国
文
」

函

31
・

8
城
膚
）

。

ま
た
、

、

「

褥

蟹

和

之

久
し

（

興
上

勿

）

を

「

蘰
田

看
之

久
し

と
し

按
∂、

頭
．

」

（

前．
下

蓐
）

の

駟

俘
ち

留
易

蓍
て

．

蘯

り

　
　
ニロ

頭
L

を

誉
げ

套
ご
、

着
千
の

誤
蘇

が
あ
」、

．

戸

牟
良

疎｝

一

を

コ
．

へ

の

爾

部

星
す
不

備
も

あ

石

（

、

乖
広
ト

ム

ラ

と

訓

む
の

択

よ
い
、

興
本
L
η

に

．

煽

薙
」

と

も

あ
る
） ．

ま

た
、

　
倹

討
し

て

改

め
る

必’
要
の

あ
石

訓
釈
も

あ
石

斌
、

総
じ

て
、

〃ノ
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霊
異
記

の

ヒ

記

詭
添
の

訓
釈
の

話

索
を

知
る

のー
に

便
瑚
な

蕨
51

で

あ
る．

　
小

泉
も
．

　
「

枝
注

真
福
看
本
日

鼡

髢
翼
嵬
」

（

→

訓
焦
箆

ど

訓
叔
貴
料
L

別
刊
2

）

の

巻
末
12、

訓
釈

索
31
を

ヤ
彡

頁
碓

レ
、

官
癶

福

吾
本
ヒ
、

頭
注

し
だ
頃
会

詈
鋸
夲
の

各
訓．
炊
へ

蓮
を

の

看

く
）

在
五
十

者
順
に

並
べ

た
。

索
引，
と

し
で

筺
至

極

頁
次

な
毛
の

で
亠

の
る

次
、

二

π

を
」
爪

文
の
刻

釁
鰓

・

注
釈
に

援
甫
呑

き

る
よ

う

に
、

本

文

中
の

該
当

文
字
に

崇

印
を
つ

け
ち

点
，

新
咏

を
出
し

だ
。

こ

の

方
法
ぱ
、

日

本

吉

典
支

学

大

系
承
の

本
文
r

も

閑
い

乞
．

　

訓
釈

索
31
の

援浩
復
に、

　
　
田

羇

硫
墜
函
締

．

助
本

霊

義
訓
釈

薯
・

（

謄

箭
私

　
　

家
版
、

五

十
蚕
、

　

昭

38
・

6
）

を

緬
介

す
る

．

、

一

れ

依
、

底
本
セ

し
て
、

上

捲
ば

興
禍

奇
本
ど

類
展
本
左

甘
絞

、

中

巻
感
類

集
、

下
巻
隊

前
叮

象
ど

耳
福

艇

嵜

瓜
を

君

夜
、

こ

れ
ら

に

よ
っ

て

環
目
左

五
て
、

訓
釈
（

彦

艾
〕

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

な

’

訓
釈
語
盆
探
出

孛
）

・

所
葎

・

形
蒟
・

戮
史
の

五
儡

欄
を

救

げ

ゐ
。

特
に
、

圄
会
回

蕃
紹
本
・

三

守
丈

庫

本
・

佐

藤
禹

夜
本

・

吉
輿
全

書
爪
・

攷
証
窪
ば
じ
め

と

寸
る

詣
氏
の

茜
証
を

参
照

し

て

画
亘
巌
合
左

加
え

た
上
．

駈

肇
欄
に
こ

む
b
葦
注
し

た

派
ぱ．

炎
来
の
訓
い

釈
索
611
ε

類

左

見
な
い

緒
四

級
な
も
砕

で

あ
る

訓
釈
を
、

萩
訓

・

釈
昔

・

爨
に

介

類
レ
、

髪

礼
髫

れ
左
さ
ら

に

形
錘
セ
よ
っ

て

細
介
し

ド

一

骸
 

欄
に
こ

几

臺
葺
し
て

い

る

の

も
、

適
切
な
糟
歪
で

あ
る
，

瀧
冽
は

五

オ

音

順
に

よ
」
、

全
頑

目

に

盗
し

番
号
差
つ

げ
る，

同
’

碗
の

ウ
ぱ

訓
音
褻
の

順
、

同

釧
・

側

昔
の

場
会
ぱ

翻
釈
話
の

再
数
順
匚

よ
ゐ
な

9
、

端
々

‘

至

る

ま
で

編
著
の

x
念
の

ぼ
、

浜
嶷
え

ゐ
．

誤
臟
も

擡
ヶ
の

よ

・
つ

で

あ
」
、

そ

の

後
の

研
鬼
に

よ
る

要
挿
訂
の
箇
餌

嚢
彳

庄

じ
て

雍
て

じ

看
軒
、

編
着
庫

せ
碕

後
（

同
挺・
9
月

）

正
譲
お
よ

び
禰
償
表
を

作
っ

て

全
き

を
鞘
さ
最

た
”

　
こ

れ

に

ぽ
「

総
画

索
引
」

〔

八

頁
）

斌
離
さ

礼
で

い

ゐ
。

こ

怨
裂
繰
攀
の

総

靉
梨・

・

塞
話
訓

肇
撫
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量
庄
す

る
。

正

字
瓜

ら
も

蚕
享
ハ

ら

も

異
添
卑
か
ら

も

倹

索
で

き
，

ま
侮
、

許
宛

吏

欄
に

裏
同
を

學
げ

尨
遮

演

客
互
も

引
げ

る

羔
、

者
訓
釈

東
引
ヒ

同
じ
く

厳
密
な

も

の

百

あ
る
．

　

こ

の

両

粛
引
ぱ
，

藍
異
詑
の

副
撰
の

蒋

賃
乏
よ
く
招

埋
し
ち

虹
に
、

霊
翼
記

研
冤
文
鰍
を
集
天
械
し

た
も

ゐ

ど

じ
で
、

尚
く

評

栃
さ

れ

る
べ

き

も

の
で

あ
」
、

公

刊
さ
肌
な
瓜

つ

を
こ

と

択

情
レ

ま

れ
る

。

　

本
文

の

語

旬
あ
公

列
に

つ

い

て
ば

解
譜

聟
と

紛

す
る

次
、

前
寵
の

婁
廉
謙
1’
ア

次・
誓
爪

水
の

斎
引
斃
4

二

部

ゐ

ほ
爪

に

次
の

も
の

が
あ

る
，

　
　
扱
嬌
倫
行

禽

使
注〃
阿
m
文

庫
本

丿
d
本

壼
異
認
」

（

妬

ジ
）

　
こ

れ

の
巻
衣

に
も
彡

ヤ
’

冥
の

廡

謝
嚇．
さ

札
、

当
文
蓐
爪

の

頁
数
1
注
し
、

権
薦
民
索
別
ど

ど

も
に

、

本

文
の

注

意

す
べ

さ
譜

匐
を

検
索
す
ぢ

に
便
で

あ
る
、

　
　
山

辱

翼
・

紫
山

正

顆
両
区
編

「

日

本
霊
粟
託

事
」
（

臼

　
　
本
風
心

耋
「

古
合ご
卓

世
吏
《
碧
会
紀

要
し

）

　

右
第
2
号
（

昭

39
・

〃

）

に
、

人

危
・

也
危
の

＝

部

が

十
六

頁
に
わ

渥
つ

て

質
」
、

以

後
、

宕
戦
麁
・

社

者
薩

簒
后

・

件
名

の

三

部
産
、

以
’

ト

の

号
に

縮
げ
て

場
載
の

予
彊
ヒ

あ
る
が
、

永

刊
の

ト
い

し
、

こ

肌

ぱ
、

日

本

古
典
ム
胃

竇
本
と

魚「

叫
文
庸

犀
爪

の

両

頁
裳

互
彦
し

、

史
料
』

し
で

藍
異
記
の

爪
文
を
検
豪
勺
る

に

礙

し
て

梗
剃
で

あ
」
．

舵

刊
於

期
箱
さ
れ

ゐ
。

本
解
蹙
を
箪
す
ゐ

に

あ

権
」

、

制
査
に

際
し

て

匣

宣
を

ぱ
が

つ

て

い
彪

控
い

危・
東

寿
爻

薩
鳳

・

圄
ヤ
系
因

会
図
書
尸

鶴
τ

無…
露
湘

公

爻

庫
・

欠一
東
惣
詔

念
丈
塵

・

霧
灯
庁

書

需
二
果

靉
落
犬

営
府
属
函

書
舘
・

欝
嘉
堂
丈

庫
・

京
都

葦
隙
馬
図
言
蛎
を

ぱ
じ

め
、

輝
人
勇
に

お

世
謁
に

な
つ

た
長

委
矩
也

臨
・

旅

丘

葯

衛
氏
・

田

矯
羸

堂

民

各
位
に
，

鳥
ぐ

繍
純
申
し

あ
ヴ
ゐ．
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